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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）ポリオレフィン樹脂、ポリエステル樹脂およびポリカーボネート樹脂からなる群
から選択される合成樹脂１００重量部に、（Ｂ）下記一般式（ＩＩ）で表されるコレステ
ロール誘導体０．１～５０重量部を添加した合成樹脂組成物。
【化２】

（式中、Ｒはｎが１の場合は水素原子、炭素原子数１～３０のアルキル基、アルケニル基
、アルキニル基、シクロアルキル基、シクロアルケニル基、アリール基、アルキルアリー
ル基、アリールアルキル基、Ｒ１Ｒ２Ｒ３Ｓｉ－（ここでＲ１、Ｒ２、Ｒ３は炭素原子数
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１～４のアルキル基を表す。）又はＨ－（ＯＲ４）ｍ－（ここでＲ４は炭素原子数２～４
のアルキレン基を、ｍは２～１０の整数を表す。）であるかあるいは、ヒドロキシ基及び
／又はカルボキシル基で置換されたアルキル基、アルケニル基、アルキニル基、シクロア
ルキル基、シクロアルケニル基、アリール基、アルキルアリール基又はアリールアルキル
基を、ｎが２の場合は炭素原子数２～８のアルキレン基を、Ｘは－Ｏ－、（Ｒ側）－ＣＯ
Ｏ－、－ＯＣＯＯ－または（Ｒ側）－ＳＯ３－を、ｎは１または２を表す。）
【請求項２】
　一般式（ＩＩ）におけるＸが（Ｒ側）－ＣＯＯ－である請求項１記載の合成樹脂組成物
。
【請求項３】
　一般式（ＩＩ）におけるＲがアルキル基である請求項１又は２記載の合成樹脂組成物。
【請求項４】
　合成樹脂がポリオレフィン樹脂である請求項１～３のいずれかに記載の合成樹脂組成物
。
【請求項５】
　合成樹脂がポリエステル樹脂である請求項１～３のいずれかに記載の合成樹脂組成物。
【請求項６】
　合成樹脂がポリカーボネート樹脂である請求項１～３のいずれかに記載の合成樹脂組成
物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、シクロペンタノぺルヒドロフェナントレン骨格を有する化合物（以下ステロイ
ド）が添加された合成樹脂に関し、より詳細には、コレステロール誘導体などのステロイ
ドを添加することにより加工性や柔軟性が改善された合成樹脂組成物を提供する。
【０００２】
【従来の技術および問題点】
合成樹脂は、物理的、化学的特性に優れ、建材、自動車部品、農業用資材、家電製品、雑
貨などに広く用いられている。このように合成樹脂は優れた特性を有するものの、加工性
や柔軟性が不足して生産性や実用性の向上が望まれている。
【０００３】
加工性については、加工機からの剥離性（離型性）改善や加工機中での流動性改善のため
の滑剤としてパラフィン、塩素化炭化水素、脂肪酸とそのアミド化合物、エステル化合物
、ポリグリコール、金属石鹸などが知られている。また、加工サイクル向上のための造核
剤としてｐ－ｔ－ブチル安息香酸アルミニウム、ジベンジリデンソルビトール類、芳香族
リン酸エステル金属塩などが知られている。
【０００４】
また、合成樹脂の柔軟性を向上する目的でフタル酸エステル、アジピン酸エステル、リン
酸エステル、塩素化パラフィン、エポキシ化合物などを用いることが公知である。
【０００５】
しかし、従来公知の可塑剤、滑剤、造核剤は可塑化効果、滑剤としての効果、造核剤とし
ての効果が不足していたり、合成樹脂との親和性が不足していてブリードやブルームを起
こして外観を損ねるなど満足のいくものではなかった。
【０００６】
【問題点を解決するための手段】
本発明者らは、懸かる現状に鑑み鋭意検討を重ねた結果、ステロイドを添加することによ
り合成樹脂の柔軟性や加工性を改良できることを見出し本発明に到達した。
【０００７】
　即ち、本発明の第１は、ポリオレフィン樹脂、ポリエステル樹脂およびポリカーボネー
ト樹脂からなる群から選択される合成樹脂１００重量部に、（Ｂ）下記一般式（ＩＩ）で
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表されるコレステロール誘導体０．１～５０重量部を添加した合成樹脂組成物を提供する
。
【化４】

（式中、Ｒはｎが１の場合は水素原子、炭素原子数１～３０のアルキル基、アルケニル基
、アルキニル基、シクロアルキル基、シクロアルケニル基、アリール基、アルキルアリー
ル基、アリールアルキル基、Ｒ１Ｒ２Ｒ３Ｓｉ－（ここでＲ１、Ｒ２、Ｒ３は炭素原子数
１～４のアルキル基を表す。）又はＨ－（ＯＲ４）ｍ－（ここでＲ４は　炭素原子数２～
４のアルキレン基を、ｍは２～１０の整数を表す。）であるかあるいは、ヒドロキシ基及
び／又はカルボキシル基で置換されたアルキル基、アルケニル基、アルキニル基、シクロ
アルキル基、シクロアルケニル基、アリール基、アルキルアリール基又はアリールアルキ
ル基を、ｎが２の場合は炭素原子数２～８のアルキレン基を、Ｘは－Ｏ－、（Ｒ側）－Ｃ
ＯＯ－、－ＯＣＯＯ－または（Ｒ側）－ＳＯ３－を、ｎは１または２を表す。）
また本発明の第２は、一般式（ＩＩ）におけるＸが（Ｒ側）－ＣＯＯ－である本発明の第
１の合成樹脂組成物を提供する。また本発明の第３は、一般式（ＩＩ）におけるＲがアル
キル基である本発明の第１又は２の合成樹脂組成物を提供する。また本発明の第４は、合
成樹脂がポリオレフィン樹脂である本発明の第１～３のいずれかの合成樹脂組成物を提供
する。また本発明の第５は、合成樹脂がポリエステル樹脂である本発明の第１～３のいず
れかの合成樹脂組成物を提供する。また本発明の第６は、合成樹脂がポリカーボネート樹
脂である本発明の第１～３のいずれかの合成樹脂組成物を提供する。
【０００８】
以下に本発明を詳細に説明する。
【０００９】
本発明に用いられる合成樹脂としては、ポリプロピレン、高密度ポリエチレン、低密度ポ
リエチレン、直鎖低密度ポリエチレン、ポリブテン－１、ポリ３－メチルペンテン、ポリ
４－メチルペンテン－１等のα－オレフィン重合体またはエチレン－酢酸ビニル共重合体
、エチレン－プロピレン共重合体などのポリオレフィンおよびこれらの共重合体、ポリ塩
化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、塩素化ポリエチレン、塩素化ポリプロピレン、ポリフッ
化ビニリデン、塩化ゴム、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体、塩化ビニル－エチレン共重
合体、塩化ビニル－塩化ビニリデン共重合体、塩化ビニル－塩化ビニリデン－酢酸ビニル
三元共重合体、塩化ビニル－アクリル酸エステル共重合体、塩化ビニル－マレイン酸エス
テル共重合体、塩化ビニル－シクロヘキシルマレイミド共重合体等の含ハロゲン樹脂、石
油樹脂、クマロン樹脂、ポリスチレン、ポリ酢酸ビニル、アクリル樹脂、スチレン及び／
又はα－メチルスチレンと他の単量体（例えば、無水マレイン酸、フェニルマレイミド、
メタクリル酸メチル、ブタジエン、アクリロニトリル等）との共重合体（例えば、ＡＳ樹
脂、ＡＢＳ樹脂、ＭＢＳ樹脂、耐熱ＡＢＳ樹脂等）、ポリメチルメタクリレート、ポリビ
ニルアルコール、ポリビニルホルマール、ポリビニルブチラール、ポリエチレンテレフタ
レート及びポリテトラメチレンテレフタレート等の直鎖ポリエステル、ポリフェニレンオ
キサイド、ポリカプロラクタム及びポリヘキサメチレンアジパミド等のポリアミド、ポリ
カーボネート、分岐ポリカーボネート、ポリアセタール、ポリフェニレンサルファイド、
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ポリウレタン、繊維素系樹脂等の熱可塑性樹脂及びこれらのブレンド物あるいはフェノー
ル樹脂、ユリア樹脂、メラミン樹脂、エポキシ樹脂、不飽和ポリエステル樹脂等の熱硬化
性樹脂を挙げることができる。更に、イソプレンゴム、ブタジエンゴム、アクリロニトリ
ル－ブタジエン共重合ゴム、スチレン－ブタジエン共重合ゴム等のエラストマーであって
もよい。本発明の合成樹脂には、このようにエラストマーも含まれる。
【００１０】
これら樹脂としては、重合度（分子量）、分子量分布、立体規則の有無や程度、密度、軟
化点、溶媒への不溶分の割合、重合触媒の種類（例えば、ルイス酸触媒、メタロセン触媒
等）や触媒の失活および除去工程の種類などにより本発明の効果の程度に差異はあるもの
の、いずれにおいても有効である。
【００１２】
これらステロイドとしては、下記一般式（II）で表されるコレステロールおよびその誘導
体が好ましい。
【００１３】
【化５】

（式中、Ｒはｎが１の場合は水素原子、炭素原子数１～３０のアルキル基、アルケニル基
、アルキニル基、シクロアルキル基、シクロアルケニル基、アリール基、アルキルアリー
ル基、アリールアルキル基、Ｒ1Ｒ2Ｒ3Ｓｉ－（ここでＲ1、Ｒ2、Ｒ3は炭素原子数１～４
のアルキル基を表す。）又はＨ－（ＯＲ4）m－（ここでＲ4は炭素原子数２～４のアルキ
レン基を、ｍは２～１０の整数を表す。）であるかあるいは、ヒドロキシ基及び／又はカ
ルボキシル基で置換されたアルキル基、アルケニル基、アルキニル基、シクロアルキル基
、シクロアルケニル基、アリール基、アルキルアリール基又はアリールアルキル基を、ｎ
が２の場合は炭素原子数２～８のアルキレン基を、Ｘは－Ｏ－、（Ｒ側）－ＣＯＯ－、－
ＯＣＯＯ－または（Ｒ側）－ＳＯ3－を、ｎは１または２を表す。）
【００１４】
上記一般式（II）におけるＲで表される炭素原子数１～３０のアルキル基としては、例え
ば、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、第二ブチル、第三ブチル、ペン
チル、ヘキシル、へプチル、オクチル、ノニル、イソノニル、デシル、ウンデシル、ドデ
シル、トリデシル、テトラデシル、ペンタデシル、ヘキサデシル、ヘプタデシル、オクタ
デシル、ベヘニルなどの直鎖又は分岐のアルキル基が挙げられる。アルケニル基としては
エテニル、プロペニル、ブテニル、オレイル、リノレイル、リノレニルなどが挙げられる
。アルキニル基としてはアセチルなどが挙げられる。シクロアルキル基としてはシクロプ
ロピル、シクロペンチル、シクロヘキシル、シクロヘプチルなどが挙げられる。シクロア
ルケニル基としてはシクロヘキセニルなどが挙げられる。アリール基としてはフェニル、
ナフチル、ビフェニルなどが挙げられる。アルキルアリール基としてはメチルフェニル、
ブチルフェニル、ノニルフェニルなどが挙げられる。アリールアルキル基としてはベンジ
ル、フェネチル、フェニルブチルなどが挙げられる。Ｒ1Ｒ2Ｒ3Ｓｉ－としてはトリメチ
ルシリルなどが挙げられる。Ｒ4の炭素原子数２～４のアルキレン基としては、エチレン
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【００１５】
一般式（II）で表される化合物としては、より具体的には以下の化合物Ｎｏ．１～１７が
挙げられる。
【００１６】
【化６】

【００１７】
【化７】

【００１８】
【化８】

【００１９】
【化９】
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【００２０】
【化１０】

【００２１】
【化１１】

【００２２】
【化１２】
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【００２３】
【化１３】

【００２４】
【化１４】

【００２５】
【化１５】

【００２６】
【化１６】
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【化１７】

【００２８】
【化１８】

【００２９】
【化１９】
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【００３０】
【化２０】

【００３１】
【化２１】

【００３２】
【化２２】

【００３３】
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上記コレステロール誘導体を始めとする本発明におけるステロイドの合成樹脂への添加量
は合成樹脂１００重量部に対して０．１重量部～５０重量部が好ましく、より好ましくは
１～２５重量部である。０．１未満では添加効果が得られず、５０重量部以上用いた場合
は、ブリードやブルームの原因となったり、樹脂の強度を低下させたりする。
【００３４】
本発明の合成樹脂組成物は必要に応じて、フェノール系酸化防止剤、リン系酸化防止剤、
チオエーテル系酸化防止剤、紫外線吸収剤、ヒンダードアミン系光安定剤などにより安定
化することが好ましい。
【００３５】
上記フェノール系酸化防止剤としては、例えば、２，６－ジ第三ブチル－ｐ－クレゾール
、２，６－ジフェニル－４－オクタデシロキシフェノール、ジステアリル（３，５－ジ第
三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）ホスホネート、１，６－ヘキサメチレンビス〔（３
，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸アミド〕、４，４’－チオ
ビス（６－第三ブチル－ｍ－クレゾール）、２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－
第三ブチルフェノール）、２，２’－メチレンビス（４－エチル－６－第三ブチルフェノ
ール）、４，４’－ブチリデンビス（６－第三ブチル－ｍ－クレゾール）、２，２’－エ
チリデンビス（４，６－ジ第三ブチルフェノール）、２，２’－エチリデンビス（４－第
二ブチル－６－第三ブチルフェノール）、１，１，３－トリス（２－メチル－４－ヒドロ
キシ－５－第三ブチルフェニル）ブタン、１，３，５－トリス（２，６－ジメチル－３－
ヒドロキシ－４－第三ブチルベンジル）イソシアヌレート、１，３，５－トリス（３，５
－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート、１，３，５－トリス（３
，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４，６－トリメチルベンゼン、２
－第三ブチル－４－メチル－６－（２－アクリロイルオキシ－３－第三ブチル－５－メチ
ルベンジル）フェノール、ステアリル（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル
）プロピオネート、テトラキス〔３－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル
）プロピオン酸メチル〕メタン、チオジエチレングリコールビス〔（３，５－ジ第三ブチ
ル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート〕、１，６－ヘキサメチレンビス〔（３，
５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート〕、ビス〔３，３－ビス（
４－ヒドロキシ－３－第三ブチルフェニル）ブチリックアシッド〕グリコールエステル、
ビス〔２－第三ブチル－４－メチル－６－（２－ヒドロキシ－３－第三ブチル－５－メチ
ルベンジル）フェニル〕テレフタレート、１，３，５－トリス〔（３，５－ジ第三ブチル
－４－ヒドロキシフェニル）プロピオニルオキシエチル〕イソシアヌレート、３，９－ビ
ス〔１，１－ジメチル－２－｛（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル
）プロピオニルオキシ｝エチル〕－２，４，８，１０－テトラオキサスピロ〔５，５〕ウ
ンデカン、トリエチレングリコールビス〔（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチ
ルフェニル）プロピオネート〕などが挙げられ、合成樹脂１００重量部に対して、０．０
０１～１０重量部、より好ましくは、０．０５～５重量部が用いられる。なお添加量は、
以下の他の酸化防止剤、紫外線吸収剤、光安定剤においても同様である。
【００３６】
上記リン系酸化防止剤としては、例えば、トリスノニルフェニルホスファイト、トリス〔
２－第三ブチル－４－（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニルチオ）－
５－メチルフェニル〕ホスファイト、トリデシルホスファイト、オクチルジフェニルホス
ファイト、ジ（デシル）モノフェニルホスファイト、ジ（トリデシル）ペンタエリスリト
ールジホスファイト、ジ（ノニルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、ビス
（２，４－ジ第三ブチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、ビス（２，６
－ジ第三ブチル－４－メチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、ビス（２
，４，６－トリ第三ブチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、ビス（２，
４－ジクミルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、テトラ（トリデシル）イ
ソプロピリデンジフェノールジホスファイト、テトラ（トリデシル）－４，４’－ｎ－ブ
チリデンビス（２－第三ブチル－５－メチルフェノール）ジホスファイト、ヘキサ（トリ
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デシル）－１，１，３－トリス（２－メチル－４－ヒドロキシ－５－第三ブチルフェニル
）ブタントリホスファイト、テトラキス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）ビフェニレン
ジホスホナイト、９，１０－ジハイドロ－９－オキサ－１０－ホスファフェナンスレン－
１０－オキサイド、２，２’－メチレンビス（４，６－第三ブチルフェニル）－２－エチ
ルヘキシルホスファイト、２，２’－メチレンビス（４，６－第三ブチルフェニル）－オ
クタデシルホスファイト、２，２’－エチリデンビス（４，６－ジ第三ブチルフェニル）
フルオロホスファイト、トリス（２－〔（２，４，８，１０－テトラキス第三ブチルジベ
ンゾ〔ｄ，ｆ〕〔１，３，２〕ジオキサホスフェピン－６－イル）オキシ〕エチル）アミ
ン、２－エチル－２－ブチルプロピレングリコールと２，４，６－トリ第三ブチルフェノ
ールのホスファイトなどが挙げられる。
【００３７】
上記チオエーテル系酸化防止剤としては、例えば、チオジプロピオン酸ジラウリル、チオ
ジプロピオン酸ジミリスチル、チオジプロピオン酸ジステアリル等のジアルキルチオジプ
ロピオネート類およびペンタエリスリトールテトラ（β－アルキルメルカプトプロピオン
酸エステル）類が挙げられる。
【００３８】
上記紫外線吸収剤としては、例えば、２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロ
キシ－４－メトキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－オクトキシベンゾフェノン、
５，５’－メチレンビス（２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン）等の２－ヒド
ロキシベンゾフェノン類；２－（２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリ
アゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’，５’－ジ第三ブチルフェニル）－５－クロロ
ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’－第三ブチル－５’－メチルフェニ
ル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－５’－第三オクチルフ
ェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’，５’－ジクミルフェニル
）ベンゾトリアゾール、２，２’－メチレンビス（４－第三オクチル－６－（ベンゾトリ
アゾリル）フェノール）、２－（２’－ヒドロキシ－３’－第三ブチル－５’－カルボキ
シフェニル）ベンゾトリアゾール等の２－（２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾ
ール類；フェニルサリシレート、レゾルシノールモノベンゾエート、２，４－ジ第三ブチ
ルフェニル－３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、２，４－ジ第三アミ
ルフェニル－３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、ヘキサデシル－３，
５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート等のベンゾエート類；２－エチル－２’
－エトキシオキザニリド、２－エトキシ－４’－ドデシルオキザニリド等の置換オキザニ
リド類；エチル－α－シアノ－β、β－ジフェニルアクリレート、メチル－２－シアノ－
３－メチル－３－（ｐ－メトキシフェニル）アクリレート等のシアノアクリレート類；２
－（２－ヒドロキシ－４－オクトキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジ第三ブチル
フェニル）－ｓ－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）－４，６
－ジフェニル－ｓ－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－プロポキシ－５－メチルフ
ェニル）－４，６－ビス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）－ｓ－トリアジン等のトリア
リールトリアジン類が挙げられる。
【００３９】
上記ヒンダードアミン系光安定剤としては、例えば、２，２，６，６－テトラメチル－４
－ピペリジルステアレート、１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジルステア
レート、２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジルベンゾエート、ビス（２，２，
６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、テトラキス（２，２，６，６－テ
トラメチル－４－ピペリジル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、テト
ラキス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）－１，２，３，４－ブタ
ンテトラカルボキシレート、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）・
ジ（トリデシル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、ビス（１，２，２
，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）・ジ（トリデシル）－１，２，３，４－ブタ
ンテトラカルボキシレート、ビス（１，２，２，４，４－ペンタメチル－４－ピペリジル
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）－２－ブチル－２－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロネート、
１－（２－ヒドロキシエチル）－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジノール／
コハク酸ジエチル重縮合物、１，６－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリ
ジルアミノ）ヘキサン／２，４－ジクロロ－６－モルホリノ－ｓ－トリアジン重縮合物、
１，６－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジルアミノ）ヘキサン／２，
４－ジクロロ－６－第三オクチルアミノ－ｓ－トリアジン重縮合物、１，５，８，１２－
テトラキス〔２，４－ビス（Ｎ－ブチル－Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピ
ペリジル）アミノ）－ｓ－トリアジン－６－イル〕－１，５，８，１２－テトラアザドデ
カン、１，５，８，１２－テトラキス〔２，４－ビス（Ｎ－ブチル－Ｎ－（１，２，２，
６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）アミノ）－ｓ－トリアジン－６－イル〕－１，
５，８－１２－テトラアザドデカン、１，６，１１－トリス〔２，４－ビス（Ｎ－ブチル
－Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）アミノ）－ｓ－トリアジン－
６－イル〕アミノウンデカン、１，６，１１－トリス〔２，４－ビス（Ｎ－ブチル－Ｎ－
（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）アミノ）－ｓ－トリアジン－６
－イル〕アミノウンデカン等のヒンダードアミン化合物が挙げられる。
【００４０】
本発明の合成樹脂組成物は、必要に応じてｐ－第三ブチル安息香酸アルミニウム、芳香族
リン酸エステル金属塩、ジベンジリデンソルビトール類などの造核剤、帯電防止剤、金属
石鹸、ハイドロタルサイト、充填剤、顔料、滑剤、発泡剤等を添加してもよい。
【００４１】
【実施例】
実施例により本発明を詳細に示す。ただし、本発明は以下の実施例によりなんら制限され
るものではない。
【００４２】
実施例１
未安定化ポリプロピレン（ハーキュレス社製：ｐｒｏｆａｘ６５０１）１００重量部にカ
ルシウムステアレート０．１重量部、テトラキス［３－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒ
ドロキシフェニル）プロピオン酸メチル］メタン０．１重量部、ビス（２，６－ジ第三ブ
チル－４－メチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト０．０５重量部および
試料化合物（表－１記載）２０重量部を添加して押出機によりペレットに成形し、ＭＦＲ
（２３０℃，荷重２．１６ｋｇ）を測定した。また、このペレットを２００℃で射出成形
により厚さ１ｍｍの試験片を作成し、低温脆化温度を測定した。結果を表－１に示す。
【００４３】
【表１】
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実施例２
ビスフェノールＡのエチレンオキサイド付加重合物（平均分子量１０００）８％とエチレ
ンテレフタレートオリゴマー９２％とを減圧下で溶融混練して共重合させた改質ポリエチ
レンテレフタレート７０重量部とガラス繊維３０重量部からなるガラス繊維強化ポリエチ
レンテレフタレート１００重量部に試料化合物１重量部を添加し、２３０℃二軸押出機で
溶融混練してペレットに成形した。このペレットを用いて図１に示すＬ型筐状のコーナー
用成形品（肉厚１ｍｍ）を射出成形し、型温度１１０℃での冷却時間を変えてノックピン
跡のない成形品が得られる冷却時間を離型性として求めた。また、４１～５０ショット目
の成形品の表面を目視観察し、全ての成形品に曇りの無いものを〇、一部の成形品に曇り
のあるものを△、全ての成形品に曇りのあるものを×として評価した。結果を表－２に示
す。
【００４５】
【表２】

【００４６】
実施例３
ポリカーボネート樹脂（三菱瓦斯化学社製：ユーピロンＳ－３０００）１００重量部に試
料化合物（表－３記載）を添加してプラストミルを用いて２６０℃で５分間溶融混練した
。混練後、シリンダー温度２５０℃、荷重５ｋｇでメルトインデックス（ＪＩＳ　Ｋ６７
１９：ポリカーボネート成形材料、Ｋ７２１０：熱可塑性プラスチックの流れ試験方法で
は２８０℃，１．６ｋｇ）を測定した。また、所定のテストピースをプレスで作成して引
っ張り強度（Ｋ６７１９、Ｋ７１１３）及び熱変形温度（Ｋ７２０６：ビカット軟化点）
を用いた。結果を表－３に示す。
【００４７】
【表３】
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【００４８】
【発明の効果】
本発明のステロイドを合成樹脂に添加することにより、柔軟性や加工性に優れた合成樹脂
組成物を提供する。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施例２で成形したＬ型筐状のコーナー用成形品を示す。
【符号の説明】
１　成形品

【図１】
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